












































研究 1では、 2011年6月から 7丹に高校生818人を対象に無記名自記式質問紙調査を行った(分析対象
781人、有効回収率95.5%、男 311名・女456名・不明 14名、全日制 710人・定時制71人)。調査項目は、
属性、自傷行為・自傷念慮の有無・自傷行為の頻度と依存度、健康を害する行為、心理特性7尺度であり、




















































平成 25年 1月 1513、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(ヒューマン・ケア科学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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